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貴志義昭氏を偲んで

昨年の７月１５日にご逝去されました当ＮＰＯ監事の貴志義昭氏を偲んで、この度様々な場面で

お付き合い、関わりのあった方から、思い出話を寄せていただき、ニューズレターとして発行させ

ていただくことになりました。

ご冥福を心よりお祈りするとともに、貴志氏のご貢献に感謝し、その足跡を皆様方のご記憶にと

どめていただきたいと思います。

                              理事長 山田信祐

―――――――――＊―――――――――――――＊―――――――――

2014 年 6 月 8 日の「京都まち歩き」の時の貴志さん

―――――――――＊―――――――――――――＊―――――――――

貴志さんとはじめてお会いしたのは 10 年ほど前のＷＧ会議で、風貌が私と似ていたこと？から

同年代と勘違いし、親近感をおぼえたのを記憶しています。

また物静かな方と思いきや、パソコンの話になると俄然、雄弁に変身する姿に驚かされました。
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個人的な話としては、会議後の飲み会などで、技術士会に入会しない私をつかまえ「山田さんは

なぜ入会しないのですか」と丁寧ながら、また言葉は悪いですが「しつこく」

お誘いを受け、何事に対しても最後まであきらめないその姿勢に、小さなことですが、貴志さん

の公私にわたるお考えを垣間見た様に思いました。その思い、ご期待には沿えませんでしたが。

もう一つ思い出すのは、ＮＰＯ主催の講演会の講師に昭和中期の名女優と同姓同名の方をお招き

した折、妙に喜ばれ、一人悦に入る様子に「おちゃめ」な一面をのぞかせていただきました。意外

でしたが、貴志さんもお名前の通り昭和の男だったのですね。

以上、ＮＰＯの中での思い出しか持ち併せていませんが、いつも満面の笑みを浮かべて「にこっ

と」される姿が一番印象に残っている貴志さんでした。

お世話になった御礼とご冥福を心よりお祈り申し上げます。

山田信祐

―――――――――＊―――――――――――――＊―――――――――

貴志さんの訃報に接し､ご冥福をお祈りしたいと思います｡

以前から体調不良とお聞きはしていました､胃がんで手術が出来ないほどの状況とは､つゆ知ら

ず暫くすれば WG-D に元気に参加されることと思っていました｡

貴志さんとの出会いを記載し､皆さんに知っていただくことで､氏の霊を悼みたいと思います｡

県庁の北側の神戸市のど真ん中でありながら､戦災に遭わず､戦災復興区画整理区域にも入らず､

4m 道路も無い､老朽化木造住宅が密集する地域で､阪神･淡路大震災の際 60%を超える倒壊した

2~3 ﾍｸﾀｰﾙほどの地域がありました｡

その際､倒壊家屋の撤去は自衛隊で行われました｡

数名の方から､都心部の1等地であることから､区画整理事業をして中高層住宅が可能な計画まち

づくりをしたい､区役所が旗振りをして区画整理事業をして欲しいとの要望を受けました｡

建設省においても､震災復興区画整理事業は 5 ﾍｸﾀｰﾙ以上という枠を外し､1 ﾍｸﾀｰﾙでも補助対象と

するよう枠を拡大いただき､調査費もつきました｡

その際の計画つくりを貴志さんにお願いしたのです｡

2 年間にわたり､計画つくりや地主の意向調査などお世話になりましたが､建築制限の期間が過ぎ

ていたこともあり､都市計画事業として決定することが出来ない中､建築確認を止めることも出来

ず各々が再建していまい､元の木阿弥のまちとなってしまい､大変残念な気持ちで､計画を中止せざ

るを得ませんでした｡

貴志さんには他の再開発事業の計画策定に多忙な中､無理に現地にも来ていただいたり､区役所

には建築や土木関係の職員がいない中､いろいろなｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂きながら､地域説明などしたことが

､25 年以上たった今でも思い出されます｡

NPO に入会した後も､現役時代にお付き合いしたこともあり､親しくお付き合いを頂きましたこ

とを感謝しながら､失敗した恥ずかしき思い出を書いてみました｡

片瀬 範雄

―――――――――＊―――――――――――――＊―――――――――

貴志さんといつから知り合いだったのか、実はよく覚えていません。皆さんご存知のように、と

ても気さくな人で、会った瞬間から友達のように接していただいていたので、きっかけが思い出せ

ないのです。ずっと前から親しい知り合いだったような感覚です。

調べてみたところ、当 NPO への入会は 2010 年 10 月 1 日付でメールで頂戴しています。でも、
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そのときには既に親しかったので、技術士会近畿本部の建設部会からのお付き合いだったと思いま

す。2017 年には当会の監事になっていただきました。

個人的には Facebook 友達でもありました。これもいつからかはよく覚えていません。貴志さん

の最後の投稿が 2020 年 6 月 22 日でした。お亡くなりになる 1 ヶ月前くらいです。

しばしば Facebook のメッセンジャーでメールが届きました。貴志さんは阪神タイガースファン

で、私は広島カープファンです。タイガース vs カープの試合があると、メッセンジャーが音を立

てました。たわいもない話をして、楽しんでいました。

Jerico まちづくり研究所という事務所を立ち上げられて代表をされていましたが、ある時、私

が、”Jerico”を「ジェリコ」と読んだら、そうじゃない「イェリコ」と読むんだ、「Jerico とは、有

名な・・・・」と説明していただきましたが、一緒にお酒を飲んでいる時だったので、概ね忘れて

しまいました。

2014 年 6月 8 日に WGで京都のまち歩きをして、そのあとお好み焼き屋さんでみんなで一杯やり

ましたが、急に大雨警報が出て京都市の方が、急に出動しなければならなくなりました（結果的に

ほとんど降らなかったそうですが）、そのとそのお店で、貴志さんと二人でしばらく飲んでいまし

た。貴志さんにしかしていない話が、けっこうあります。話したくなる人でした。

技術士会でも、近畿本部の建設部会代表を務められ、その後事務局長をされていました。2019
年頃から体調を崩されていて、お会いする機会が減ってきましたが、メッセンジャーから時々、タ

イガースの話題や、ラグビーワールドカップの話題を送ってこられました。また体調が回復された

ら、一緒にお酒を飲もうと楽しみにしていました。

年齢的には私よりもだいぶ上でしたが、年の差など全く気にかけることなく、とても自然体で接

していただいていました。お会いできなくなり、とても残念です。ご冥福をお祈りいたします。

太田英将

―――――――――＊―――――――――――――＊―――――――――

※事務局だよりは省略します


